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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国では景気回復が緩やかに推移した一方、ア

ジア新興国や資源国の景気減速等により、経済成長の鈍化が顕著となりました。また、日本では雇

用・所得環境においては改善がみられるものの、為替が円高に振れる等、不透明な状況となりまし

た。

当グループが関連する自動車業界におきましては、グローバルな生産台数が増加基調にあるもの

の、為替円高影響等により、売上高は126億４百万円（前年同四半期比3.6％減）となりました。

損益面におきましては、原価低減の効果や償却負担の軽減があったものの、研究開発費等の先行

投資や円高による減収影響等により、営業利益は７億41百万円（前年同四半期比6.4％減）、経常

利益は６億43百万円（前年同四半期比25.5％減）となりました。

なお、法人税等調整額の減少等により、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億円（前年同四

半期比25.4％増）となりました。

　また、セグメントの業績を示すと次の通りであります。

① 自動車関連製品事業

自動車関連製品事業は、北米や中国における非日系自動車メーカー向けの拡販が進んだものの、

円高影響等により、売上高は110億６百万円（前年同四半期比1.5％減）となりましたが、原価低減

を推し進めたこと等により、セグメント利益は８億97百万円（前年同四半期比4.8％増）となりま

した。

② 舶用・その他の製品事業

舶用・その他の製品事業は、資源国の景気減速の影響を受け、売上高は４億50百万円（前年同四

半期比27.9％減）となり、セグメント損失は1億36百万円（前年同四半期はセグメント損失73百万

円）となりました。

③ その他

商品等の販売事業を含むその他における売上高は、円高影響等により11億47百万円（前年同四半

期比10.4％減）となり、セグメント損失は19百万円（前年同四半期はセグメント利益９百万円）と

なりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、５億73百万円増加し、

643億21百万円となりました。これは主に、「受取手形及び売掛金」の増加15億８百万円、「現金

及び預金」の増加３億92百万円に対し、「投資有価証券」の減少７億17百万円、「有形固定資産」

の減少６億26百万円があったこと等によるものであります。

(負債)

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、20億26百万円増加し、364億17百万円となりまし

た。これは主に、「有利子負債」の増加17億99百万円、「設備関係支払手形」の増加３億73百万

円、「営業外電子記録債務」の増加１億82百万円に対し、流動負債「その他」の減少３億51百万

円、「繰延税金負債」の減少１億47百万円があったこと等によるものであります。

(純資産)

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、14億53百万円減少し、279億４百万円となりま

した。これは主に、「為替換算調整勘定」の減少９億65百万円、「その他有価証券評価差額金」の

減少４億99百万円があったこと等によるものであります。
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(キャッシュ・フローの状況の分析）

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ３

億92百万円増加し、45億５百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、29百万円の支出（前年同四半期比４億７百万円の減少）

となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が６億43百万円となり、減価償却費が10億

73百万円あったものの、売上債権が21億64百万円増加したこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、10億43百万円の支出(前年同四半期比３億７百万円の増

加）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出９億86百万円があったこと等によ

るものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、16億70百万円の収入（前年同四半期比16億96百万円の増

加）となりました。これは主に、短期借入金が28億30百万円増加したこと、長期借入金を４億69百

万円返済したこと、また配当金を４億23百万円支払ったこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想につきましては、平成28年５月

13日に公表いたしました予想値から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４

月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更してお

ります。

なお、当第１四半期連結累計期間において営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28

日）を当第１四半期連結会計期間から適用しております。

決算短信（宝印刷） 2016年08月09日 11時29分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



日本ピストンリング株式会社(6461) 平成29年３月期 第１四半期決算短信

― 5 ―

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,112 4,505

受取手形及び売掛金 9,263 10,771

たな卸資産 8,717 8,829

繰延税金資産 430 533

その他 1,683 1,359

貸倒引当金 △22 △28

流動資産合計 24,184 25,971

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,400 9,195

機械装置及び運搬具（純額） 14,039 13,461

土地 5,252 5,214

建設仮勘定 1,099 1,319

その他（純額） 948 923

有形固定資産合計 30,740 30,114

無形固定資産合計 734 787

投資その他の資産

投資有価証券 7,051 6,333

退職給付に係る資産 556 626

繰延税金資産 211 230

その他 314 304

貸倒引当金 △45 △45

投資その他の資産合計 8,087 7,449

固定資産合計 39,563 38,350

資産合計 63,747 64,321
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,994 2,956

電子記録債務 3,725 3,848

短期借入金 4,818 7,323

1年内返済予定の長期借入金 5,668 5,745

リース債務 609 383

未払法人税等 171 238

設備関係支払手形 370 744

営業外電子記録債務 1,379 1,562

その他 4,092 3,741

流動負債合計 23,829 26,543

固定負債

長期借入金 5,729 5,156

リース債務 379 396

繰延税金負債 494 346

退職給付に係る負債 3,806 3,832

その他 150 141

固定負債合計 10,560 9,873

負債合計 34,390 36,417

純資産の部

株主資本

資本金 9,839 9,839

資本剰余金 5,875 5,875

利益剰余金 9,862 9,866

自己株式 △339 △327

株主資本合計 25,238 25,254

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,945 2,445

繰延ヘッジ損益 △12 △9

為替換算調整勘定 1,435 469

退職給付に係る調整累計額 △765 △747

その他の包括利益累計額合計 3,602 2,158

新株予約権 50 40

非支配株主持分 467 451

純資産合計 29,357 27,904

負債純資産合計 63,747 64,321
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 13,077 12,604

売上原価 10,179 9,618

売上総利益 2,898 2,986

販売費及び一般管理費 2,106 2,245

営業利益 791 741

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 91 83

為替差益 37 －

その他 66 43

営業外収益合計 197 128

営業外費用

支払利息 67 54

為替差損 － 143

その他 57 28

営業外費用合計 125 226

経常利益 864 643

税金等調整前四半期純利益 864 643

法人税、住民税及び事業税 110 179

法人税等調整額 371 △53

法人税等合計 482 125

四半期純利益 382 518

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

△16 17

親会社株主に帰属する四半期純利益 399 500
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 382 518

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △83 △499

繰延ヘッジ損益 1 2

為替換算調整勘定 △252 △987

退職給付に係る調整額 △2 17

その他の包括利益合計 △336 △1,466

四半期包括利益 45 △947

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 63 △943

非支配株主に係る四半期包括利益 △17 △4
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 864 643

減価償却費 1,199 1,073

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19 6

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △44 23

受取利息及び受取配当金 △92 △84

支払利息 67 54

為替差損益（△は益） △37 143

売上債権の増減額（△は増加） △437 △2,164

たな卸資産の増減額（△は増加） △320 △367

仕入債務の増減額（△は減少） △228 230

その他 △13 435

小計 935 △6

利息及び配当金の受取額 88 84

利息の支払額 △42 △39

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △603 △68

営業活動によるキャッシュ・フロー 378 △29

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △740 △986

無形固定資産の取得による支出 △0 △60

その他 5 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △735 △1,043

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 900 2,830

長期借入金の返済による支出 △373 △469

配当金の支払額 △416 △423

非支配株主への配当金の支払額 △7 △11

その他 △128 △255

財務活動によるキャッシュ・フロー △26 1,670

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57 △205

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △441 392

現金及び現金同等物の期首残高 4,109 4,112

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,667 4,505
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

自動車関連
製品事業

舶用・その他
の製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,172 624 11,796 1,280 13,077 － 13,077

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 11,172 624 11,796 1,280 13,077 － 13,077

セグメント利益又は
損失（△）

856 △73 782 9 791 － 791

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品等の販売事業を含んでおりま

す。

　 ２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

自動車関連
製品事業

舶用・その他
の製品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,006 450 11,456 1,147 12,604 － 12,604

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 11,006 450 11,456 1,147 12,604 － 12,604

セグメント利益又は
損失（△）

897 △136 760 △19 741 － 741

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品等の販売事業を含んでおりま

す。

　 ２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

「会計方針の変更」に記載の通り、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの

減価償却の方法を同様に変更しております。

なお、当該変更が当第１四半期連結累計期間におけるセグメント利益に与える影響は軽微であり

ます。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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